
【栄養ケア・マネジメント】 

 栄養ケア・マネジメントとは、ゲスト一人ひとりに最適な栄養面でのサポートを

チームで行うことです。そのゴールは栄養状態を改善し、生活の質を向上させる事

ですが、高齢者においては、自立した日常生活を維持できる期間を少しでも長くす

ることです。科学的根拠と普段のご様子を常に評価しながら、その手順を文章化し

て、ご本人、ご家族、スタッフと共通理解をもちます。 

一番大切な事は、お食事を楽しみにしていただける事だと思い、日々の食事を大

切にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 多職種連携 口腔ケア研修     栄養ケア・マネジメントの様子 

【経口維持】 

 いつまでも口から召し上がっていただくために、ゲストの皆様が認知機能や摂

食・嚥下機能の低下により食事の経口摂取が困難になっても、自分の口から食べる

楽しみを得られるよう、多職種による支援の充実を図っています。 

※多職種連携の体制を整え、ゲストの皆様に美味しく召し上がっていただけるよう

ケアの充実を目指しています。 

（※多職種とは、…施設長・医師・歯科医師・歯科衛生士・管理栄養士・介護職・

看護職・リハ職・介護支援専門員・調理担当等、ゲストに係る全ての職種です。） 



【松寿園 食形態分類表】 

 食形態とは、いつまでもご自分の口から召し上がっていただきますよう、ゲスト

一人ひとりに合わせた安全に食べやすい食事の形をいいます。 

 農林水産省より発表されたスマイルケア食を参考に、松寿園で提供している食事

形態を表にしています。他施設との共通言語としても使用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                食形態分類表 

 

                    水分を飲む時に、ムセ込みがみられる 

                   ゲストにはとろみをつけて召し上がって 

                   いただいています。 

 

 

 

     松寿園とろみ早見表 

 



【松寿園 食事形態イメージ表】 

 提供する食事内容についてゲストご家族に説明させていただく時、食事形態がわ

かりやすいように実際の食事の写真を使った資料を使っています。 

 食べる力の弱いゲストにはペーストを固形化し、安全に飲み込みやすいミキサー

寒天食を提供しています。召し上がりやすいように味付けにも工夫をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              食形態イメージ表 

 

 



【地域活動・栄養教室・職員教育】 

 地域における公益的取組みとして栄養教室や調理実習を行っています。 

 食事サービス委員会では、多くのメーカーの協力で、月に一回最新情報について

職員が食事について勉強をしています。 

 

 

 

 

 

市民向け栄養教室          食事サービス委員会一例 

 

      栄養教室の様子       食事サービス委員会の様子（勉強会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             


